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宮 城 県 警 察 本 部 長

宮城県警察職員の名札着用要領の一部改正について（通達）

職員の名札の着用については、「宮城県警察職員の名札着用要領の一部改正につい

て（通達）」（平成２１年３月２５日付け宮本務第４３０号）に基づき実施している

ところであるが、この度、宮城県警察職員の名札着用要領を別添のとおり改正したの

で、効果的な運用に努められたい。

なお、これに伴い、前記通達は廃止する。

記

１ 改正の要点

⑴ 業務の合理化・効率化を図るため、名札交付申請書（別記様式第２号）及び名

札返納書（別記様式第３号）の様式を改め、所属長の公印の押印を不要とした。

⑵ 警察本部庁舎以外で勤務する職員が警察本部庁舎内に入庁する際に、名札を着

用する場合は、職員胸章の着装を不要とすることを規定した。

２ 施行年月日

平成３１年３月１２日



別添

宮城県警察職員の名札着用要領

１ 趣旨

この要領は、宮城県警察職員（以下「職員」という。）の名札の着用に関し必要

な事項を定めるものとする。

２ 名札着用の目的

県民と応対する業務を担当する職員を明らかにし、県民の立場に立った公正かつ

親切な職務執行に資することを目的とする。

３ 名札を着用する業務

警察本部又は警察署の庁舎内において受付業務、各種相談、許可事務等で県民と

応対するときは、原則として名札を着用するものとする。ただし、宿日直勤務に従

事するときはこの限りでない。

警察署の受付業務は、庁舎出入口付近の構造及び職員の配置状況等署情に応じて

警察署長が担当職員を指名することとし、指名された職員が受付業務に従事すると

きは、常時名札を着用するものとする。

なお、原則として名札を着用する業務（以下「名札着用業務」という。）は、別

表第１のとおりとする。

４ 名札着用業務以外の着用

⑴ 警視（相当職を含む。）以上の幹部職員の積極的着用

責任者として県民と応対することの多い警視（相当職を含む。）以上の幹部職

員は、率先して名札の着用に努めること。特に名札着用業務における職員の応対

に関し苦情の申出がなされた場合において、当該申出人と応対するときは、必ず

名札を着用すること。

⑵ 会議等における着用

警察署協議会をはじめとする部外の意見を聴く会議や各種出張相談に当たって

は、庁舎外でも積極的に名札を着用すること。

５ 名札の制式

名札の制式は、別表第２のとおりとする。

６ 名札の着用位置等

⑴ 名札は、制服の場合は上衣右胸部に、私服の場合は上衣左胸部に着用するもの

とする。ただし、女性職員は、状況に応じて上衣前面の左腹部付近に着用するこ

とができる。

⑵ 警察本部庁舎内において私服で勤務する職員は、職員胸章の着装が義務付けら

れているが、名札を着用する場合は、職員胸章の着装を不要とする。また、警察

本部庁舎以外で勤務する職員が警察本部庁舎内に入庁する場合も同様とする。

７ 名札の貸与手続等

⑴ 名札の貸与等

ア 名札は、職員に個人貸与するものとする。

イ 所属長は、名札を職員に貸与したときは、名札の着用と保管管理について



指導すること。

ウ 職員は、婚姻等による姓の変更、名札の紛失、き損その他の理由によって名

札の再交付を受けるときは、名札紛失等報告書（別記様式第１号）により、速

やかに所属長に報告すること。

エ 所属長は、次に掲げるときは、名札交付申請書（別記様式第２号）により、

総務部装備施設課長を経由して申請すること。

(ｱ) 職員から前記ウの報告を受けたとき。

(ｲ) 臨時に任用される職員又は常時勤務を要しない職員（再任用短時間勤務職

員を除く。）が名札着用業務に従事するため、名札が必要となったとき。

オ 所属長は、所属の職員が退職その他の理由により名札を返納するときは、速

やかに名札返納書（別記様式第３号）により、名札を返納すること。

⑵ 名札の保管管理

ア 名札は、貸与された職員が個人管理し、異動した場合も携行すること。

イ 名札を貸与された職員は、保管管理を徹底し、紛失、き損及び汚損防止に

努めること。

ウ 名札は他人に貸与し、又は譲渡してはならない。

８ 名札着用の免除

所属長は、名札の着用が業務遂行に支障を及ぼすなど、特別の理由がある場合は

名札の着用を免除することができる。

９ 他の告知方法の活用

所属長は、名札着用業務の態様等を勘案し、名札の着用に代えて受付窓口に担当

者名を表示するなど、他の方法を用いることができる。

１０ 担当者名の告知による責任の明確化

名札着用業務に従事する場合のほか、警察本部又は警察署の庁舎内において直接

県民と応対するとき、又は電話応対するときは、積極的に氏名を告知するなど、担

当者の責任の明確化を図ること。



別表第１

名札を着用する業務

１ 庁舎の受付

２ 情報の公開に関する事務

３ 遺失・拾得物の受理及びその還付並びに証紙の受払い

４ 警察安全相談及び広聴

５ 防犯対策に関する事務

６ 情報セキュリティの相談

７ 警備業、古物営業、質屋営業及び探偵業の許可、届出、申請等に関する事務

８ 少年相談

９ 危険物の運搬の届出に関する事務

１０ 風俗営業の許可等に関する事務

１１ 銃砲又は刀剣類所持の許可、火薬類の運搬の届出並びに猟銃用火薬類等の譲

渡、譲受け、輸入及び消費の許可に関する事務

１２ 警察署協議会、県警を語る会等部外の意見を聴く会議、会合等

１３ 道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）で定める通告に関する事務

１４ 交通事故相談

１５ 交通規制の対象から除く車両の標章の交付に関する事務

１６ 通行許可、設備外積載の許可及び道路使用許可に関する事務

１７ 駐車許可及び自動車保管場所証明に係る事務

１８ 運転免許証の発給、更新、再交付及び記載事項変更に関する事務

１９ 運転免許の行政処分及び講習に関する事務

２０ 海外渡航者等からの申請に基づく証明書発給に係る事務



別表第２

名札の制式
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別記様式第１号

年 月 日

所 属 長 殿

課・係名

階 級

氏 名 印

名札紛失等報告書

下記の理由により、名札の再交付を申請します。

記

理 由 □ 婚姻等による姓の変更 □ 紛失 □ き損 □ その他

事実の発生年月日及び状況

注１ 理由欄は、□にレ点を付すこと。

２ き損の場合は、き損した名札を添付すること。

３ 紛失、き損及びその他の理由は 詳細に記載すること。、



別記様式第２号

用 済 後 廃 棄

宮 号 外

宮城県警察本部長 殿 年 月 日

（装備施設課長経由） （ 所 属 長 ）

名札交付申請書

係名

被 貸 与 者 階級

氏名
ふりがな

□ 婚姻等による姓の変更 □ 紛失 □ き損
理 由

□ 臨時職員等による使用 □ その他

事実の発生年

月日及び状況

備 考

注１ 理由欄は、□にレ点を付すこと。

２ 紛失、き損及びその他の理由は、詳細に記載すること。



別記様式第３号

用 済 後 廃 棄

宮 号 外

宮城県警察本部長 殿 年 月 日

（装備施設課長経由） （ 所 属 長 ）

名札返納書

係名

被 貸 与 者 階級

氏名

理 由 □ 退職 □ 婚姻等による姓の変更 □ き損 □ その他

事実の発生年

月日及び状況

備 考

注 理由欄は、□にレ点を付すこと。


